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1.はじめに

沖縄本島北谷沖で平成 17年度に行われた調査成果にこれまでの研究成果を加え,海底

遺跡様地形の形成年代を再検討した.その結果と従来行ってきた与那国沖の海底遺跡様

地形形成年代との比較検討も行った.

北谷町は沖縄本島の中南部に位置し,西海岸に面している.本城の調査は, 1990年

10月に県内のダイバー玉城欣也氏によって著者の一人木村に人工的海段状地形の存在が

報告されて以来行われた.琉球大学海底調査団の調査が断続的に行われ,琉球石灰岩が

削られてできた階段状地形を示す斜面が複数確認された (木村,1997).

しかし,次の理由によって,それらが古代の人工遺跡かどうかについては強い疑念が

わき,判定できずにいた.①当時は,一方に面した階段だけが認められたが,それがい

ったい何のために作られたか用途不明である.②それら階段は,断層によるずれによっ

てできたものではないか.③軍事行動や波漢によって削られたものではないか.④たま

たま得られた階段地形を造っている (削られている)石灰岩の炭素年代が,数千年より

若い年代を示した.

特に,④については重要であった.これは,1998年以降の琉球大学海底調査団の調査

によりわかったものである.数千年前以降水深 20m前後の海底が陸上に出ることは海水

準変動からでは考えられないため,海底でできた人工的地形は,戦後の人為的な地形改

変以外には考えられない.そのため,古代遺跡の可能性はないとの見方が支配的になっ

た.そこで,真相を明らかにすべくより総合的な調査を行った.

2. 調査および測定

2-1. 調査

2004-2005年にかけて,マルチナロービーム音波探査機シーバットによる海底地形調査

(Fig.1),水中ロボットおよびスクーパ潜水による調査が行われた.また,水中ビデオ

やデジタルカメラでの海底地形撮影による地形調査および潜水者による遺物採取 ･測定
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用サンプル採集を行った.
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Fig.1 北谷沖にお ける試料採取位 置.海底地形 はシー
バ ッ トに よる.
Sampling locationsoffChatan.Submarinetopography
ismadewithSEABUTdata.

2-2. 測定

採取されたサンプルについてはX線回折 ･薄片製作 ･放射性炭素年代測定を行い,従来

の研究成果を合わせ総合的な検証が行われた.

粉末 X線回折

サンゴはアラゴナイ ト (霧石)の結晶を持つ生物である.これが,何らかの影響で陸上

に露出して雨水や淡水などの陸性の水の影響を受けると,溶解してカルサイ ト (方解石)
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として再結晶する.放射性炭素年代測定の際に,この二次変質したカルサイ トが含まれて

いると年代値が若返ってしまう.そのために,粉末 X線回折を行い試料中のカルサイトの

有無について調べた.測定では,アラゴナイ トとカルサイ トの含有量を調べる.

カルサイ トの含有量が20%未満であると,放射性炭素年代測定値は信頼できる年代を示

す.しかし,20%以上をしめすと,カルサイ ト系の生物の混入や陸化して二次変質したカ

ルサイ トが含まれている可能性も考えられるので,年代値を検討する時は慎重に扱わなけ

ればならない.

薄片検鏡

今回用いた試料が,陸化して二次変質していないかどうかを調べるために,薄片による

観察も併せて行った.薄片の作製は,岩石カッターで切断した岩石チップの片面を,研磨

剤の♯800と♯1600を使い,平らにし. 80o Cに調節したホットプレー トの上にチップ置

き,乾燥させる.使用するスライドグラス (5×8cm)も一緒に温め,この間 2敵性樹脂接

着剤を調合する.チップが乾燥したら,岩石研磨面に樹脂を薄く塗り,スライ ドグラスを

密着させ,貼り付けたチップとスライ ドグラスを,ホットプレー ト上に放置する.樹脂が

完全に凝固したら,スライ ドグラスに貼り付けたチップを二次切断し,二次切断した面を

研磨剤の♯800と♯1600を使い研磨し,薄片に仕上げたものを,琉球大学理学部の長井孝

一助教授に鑑定していただいた.

放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定は,名古屋大学年代測定総合研究センターのタンデ トロン加速器

質量分析計 (AMS)2号機を用いて行った.14Cの半減期は,国際的な慣例となっている (中

村,2001)Libbyが用いた5,568年を用いた.較正暦年代補正は,海洋リザーバー効果補

正や宇宙船の経年変化による補正が行える較正プログラム CALIB5.01の MarineO4 data

set(14C年代一較正データセット)を用いた (Konradeta1.,2004)

3. 結果

3-1. 遺跡様地形

海岸から沖合-水平距離約 300mまでの一帯で,水深 10-20mの場所に城のような形態

の地形の存在が明らかになった (Fig.2).沖縄でグスクと呼ばれる城郭とよく似ている.

古代の城郭にも似た巨石構造地形の城壁に相当する部分では,階段状に発達する楼観を

思わせるような地形や,沖縄の大型グスクにみられる武者走りのような凹み,また城門

のような地形が認められ,北西から南東方向に延びるグスクの形状に似ている.
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Fig.2 シーバットにより明らかになった城郭様海底地形 (A).
UnderwaterruinssimilartoanancientcastleininOkinawa.

北谷沖の人工的海底地形域は,北と南で形態が異なる.それぞれを北部,南部と呼ぶ.

北部は階段状の構造がよく見られ,南部は自然の地形の中に,一部に人工的な地形がみ

られる.シーバット調査の結果,中城グスクの構造とよく似た構造が現れた (Fig.2).そ

こで人工地形を特徴的に示す2カ所について重点的にスクーパ潜水を行い,年代測定サン

プルを採取した (Fig.1).

その結果,階段は人為的で,断層によるずれや汝漢等による戦後水中でできた地形で

はないという事がわかった (木村,2006;2007).海底の階段状地形や ドルメン状地形の

形態は,人が形成した可能性が極めて高く,このほかピラミッド状構造物や路道システム

等,明らかに人工的地形 ･形態が10数ヶ所で認められた.

3-2. 波漢等との関係

北谷町の海岸線はこれまで著しく変化している.その要因は,埋立てによる土地拡大,
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波藻や砂磯採集などによる海岸線の人為的前進 ･後退が挙げられる.北谷町全域は埋立

て工事による変化を除き,特に第二次大戦中とその以後に大きな変化があった.そこで,

今回遺跡様海底地形とそれらの関係について明らかにした.

北谷町の海岸線は,は米軍の沖縄本島初の上陸地になったことと,その後の基地建設

のため,短期的に海岸線が大きく変容するという経緯があった.調査域より浅海域では,

米軍の排水パイプが現在も残っていたり,戦車が沈んでいたところもあり(仲松他,1985),

人為的な影響が見られる所である.そのため,海の中で人為的に造られた場合の可能性

として,凌深工事や米軍による工事などがあげられる.

本調査域の北側にある北谷海底ピラミッドは階段のような段が数段ある.その階段の中

でも,海底から一段目の部分には8本ほどの平行な線状の清が見られ,一見パワーショベ

ルでひっかいたときに出来る跡に似ている.これについては,イケハラエンジニア,圃場

組,南洋土建,土地開発公社,国土総合建設で話を聞くことができた (上集,2005).

その結果,港湾の周辺においては船が通れるようにするために竣藻工事を行うが,近く

の港湾である浜川港から船で約 1.8kmの調査域で工事を行う可能性は低い.さらに,石灰

岩のような固い地質は,グラブ波漢船を使いグラブバケットで掘る.この機械は,深くて

も水深 13mまでの汝藻が可能である (囲場絶,南洋土建談,2005).また,グラブバケット

を用いると,無造作に掘られていくため渡漢面は凸凹になり,きれいな階段状の地形はで

きない.その他の機械は,バックホウ (ユンボウ)は水深2-3mまでしか対応しておらず,

ポンプ漢藻船は地質の柔らかい砂地や粘土質の地形で用いるので,今回の債の形成とは関

係しないと言える (南洋土建談,2005).また,米軍がこの地域を工事したという記録は残

っていない.この事から,戦後米軍が水深 20m近くかつ 1.5kmXlkmの広範囲の海底を削

り取るような大工事を行った可能性はないとみられる.

以上のことからは,水深 17,18mにある縞状の跡は,波深工事で造られた可能性はない

と考えられる.加えて我々の潜水調査やサンプリングの結果,それらは石灰岩中に発達し

た節理 (地殻変動の際にできる,ずれのない割れ目)であることが判明し,漢藻説は成立

しなくなった.また,回収された試料の中には,層理面を切るように石灰質層が付着して

いるものが見受けられた.これは,石灰質層とその下位の層との間が不整合面であり,

海底観察の結果も合わせると,上位層堆積以降変形はなかったとみられる.このことか

ら,もしも人為的な手が施されたとしたら,その時期は石灰質層とその下位の層の間,

すなわち 1,000年以上前と言うことになってしまう.今からおよそ 3,000年前以降の不

整合期のことと推定されるかれである.

3-3. サンプル
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北谷海底ピラミッド

調査域北部の調査は1994年以降実施されている.壁面はほぼ平で,規則的な段が5段

続いており,階段のようなひな壇のような形をしている地形がある (北谷海底ピラミッ

ド,Fig.2).海底から一段目部分には,8本の清がある.これらの段と溝は全て平行で,

北東一南西方向に延びている.以後,この地形を北谷階段ピラミッドと仮称する.

2004-2005年のスクーパ潜水調査では,北谷階段ピラミッドの海底から-段目の部分で

採集を行った.試料はそれぞれ階段ピラミッド状に削剥された基盤から採取したもので,

サンゴを主とする礁性石灰岩である.2005年に採取した試料 050728-1は,層理面を切る

ように石灰質層が付着しており,石灰質層とその下位の層との間に不整合面がある可能

性がある.測定には白色でサンゴの組織が見られる部分と,灰色でサンゴの組織の見ら

れない部分に分けて行った.

北谷海底三角ピラミッド

調査域南部の調査は2004年から実施されている.北谷海底ピラミッドの階段状の地形

に似てはいるが,南側側方から見ると三角形の陵が三つあるように見えるところから,

三角ピラミッドという作業名が付けられている構造物がある Fig.2).壁面はほぼ平で,

この地点から調査域北部の北谷階段ピラミッドまで300mほどある.以後,この地形を北

谷海底三角ピラミッドと仮称する.

2005年の調査によって,北谷三角ピラミッドの下から二段目の水深 15.1mから,石灰

岩が得られた.

北谷海底 ドルメン

ここにはまず,ドルメンの様に見える地形がある (Fig.2).ドルメンとは支石と呼ば

れる支えとなる石の上に,天井石あるいは上石と呼ばれる巨大な石を乗せたもので,世

界各地に存在している.日本においては縄文時代晩期末より弥生時代にかけて存在し,

墓や祭壇の役割をもつ.今回の調査対象となっている地形は,東西に延びる900の段に,

大きな岩が乗っかるように置かれており,また,段と岩の間の空洞は,人が一人は入れ

るくらいの大きさになっている.これらの特徴から,ドルメンに似ているとされている.

以後,この地形を北谷海底 ドルメン,覆いの岩を上石,下で受ける部分を支石と呼ぶこ

とにする.

2005年の採集によって,水深 18.8mから北谷 ドルメン上石の石灰岩,水深 18.8mから

北谷 ドルメン支石の石灰岩,上石と支石によりできた空洞の下を掘り,水深 18.5mから

地中に埋まっていた石器のような石灰岩の転石が得られた.試料の中でも,北谷 ドルメ
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ン上石と支石から採取した試料 050716-2,050716-3は,北谷階段ピラミッドと同様に,

層理面を切るように石灰質層の付着が見られた.測定には北谷 ドルメンの上石と支石は,

それぞれ白色でサンゴの組織が見られる部分と,灰色でサンゴの組織が見られない部分

に分けた｡北谷 ドルメンの下から採取された石器のような石は2箇所のものを用いた.

3-4.北谷海底遺跡の年代

年代測定に用いたサンプルについては,Fig.1に今回使用した試料の採取位置を示し,

Tablelに年代値を示す.試料番号の A,B,Cはそれぞれ,白色でサンゴの組織が見られ

る部分,灰色でサンゴの組織が見られない部分,石灰質層を示している. 14C年代値は yr

BP,暦年代-補正した年代 calBPで示され, BPは西暦 1950年から遡った年数を示す.

Tablel 北谷および周辺の海底遺跡の14C年代測定.

14cagesofsamplesrecoveredfromunderwaterruinsoffChatananditsvicinity.

試料番号 試料物賞 試料採取場所 (緯度､経度) 高度(∩) ∂ー3C 14C年代(yr8P) 較正歴年代(ca旧P) Lab.Code

980830-2 サンゴ石灰岩 北谷階段ピラミッド最表面 127○44ー19日'､26○19ー44〝 -17 0.81110±70 610-736 BOt○⊥125734

980830-4 サンゴ石灰岩 北谷階段ピラミッド内部轍密 -17 -0.85030±70 5300-5456BetO-125735

041129-4-Aサンゴ石灰岩(白) 北谷階段ピラミッド縞状部 -16.5 -4.84128±314130-4243NUTA2-8516

041129-4-ら石灰岩(灰) 北谷階段ピラミッド縞状部 -16.5 1.92775±29 2436-2597NUTA2-8517

050728-1-Aサンゴ石灰岩(白)北谷階段ピラミッド最下部 -17.9 0.34320±214412-4486NUTA2-9886

050728-1-B石灰岩(灰) 北谷階段ピラミッド最下部 -17.9 2.73935±20 3877-3958NUTA2-9889

0507ー6-2-Aサンゴ石灰岩(白)北谷ドルメン上石 127044'28′′一､26○19'35′' -18.8 1.13168±19291ト3004NUTA2-9877

050716-2-a石灰岩(灰) 北谷ドルメン上石 -18.8 3.22501=±19 2日ト2210NUTA2-9880

050716-3-Aサンゴ石灰岩(白)北谷ドルメン支石 -18.8 2.33844:±20 3754-3847NUTA2-9881

050716-3-a石灰岩(灰) 北谷ドルメン支石 -18.8 3.83389±19 3234-3312NUTA2-9882

050728-3-A石灰岩転石表面(白)北谷ドルメン下の石片 -18.5 2.32030±19 1544-1627NUTA2-9884

050728-3-a石灰岩転石内部(灰)北谷ドルメン下の石片 -18.5 22417±19 2012-2095NUTA2-9885

050213-2 琉球石灰岩 北谷海岸 127○44'40〝.26○19'28〝 2

G41216-1 キクメイシれき 座間味ストーンサークル 127.44'42",26.12739" 20 4040±80 3946-4182NUTA-3829

2778036 サンゴ石灰岩 座間味センターサークル 20 2.177810±1408126-8413NUTA5205

2778067 サンゴ石灰岩 座間味センターサークル 20 2.532430±90 1942-2183NUTA-5212

2004年に北谷階段ピラミッドの高度-16.5mから採取した石灰岩の較正歴年代は,白色

部分が 4130-4243CalBP,灰色部分が 2436-2597CalBPを示した.次に,2005年に北

谷階段ピラミッドの高度-17.9mから採取した石灰岩は,白色部分が 4412-4486CalBP,

灰色部分が3877-3958CalBPを示した.また,北谷 ドルメン上石の高度-18.8mから採取

した石灰岩の表面は,白色部分が291卜3004CalBP,灰色部分が211卜2210CalBP,北

谷 ドルメン支石の高度-18.8mから採取した石灰岩は,白色部分が 3754-3847CalBP,灰

色部分が 323牛3312CalBP,北谷 ドルメンの上石と支石によりできた空洞の高度118.5m

から採取した石器のような石灰岩は,1544-1627CalBPと2012-2095CalBPを示した.

試料番号041129-4-Aと050728-1lA,050728-トB,050728-3-A,050716-21Aと050728-3-A

のカルサイ ト含有量は,それぞれ20%未満を示している (Table2).カルサイ ト含有量が

20% までは,二次的変質はないとされているので,二次変質はしていないとみてよい.一

方,残りの試料については,カルサイ ト含有量が20%以上であった.これが,カルサイ ト
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系の生物が混入していることによるのか,それとも二次変質したカルサイ トが混入してい

ることによるのかは,検討を要する.

Table2 北谷海底遺跡及び関連域の14C年代とX線回折結果.

14CagesandX-raydiffractionresultsofsamplesrecoveredfromtheChatanUnderwaterRuinsand

itsconserningregion.

試料番号 試料採取場所 高度 ∂1℃ 14C年代 較正歴年代 測定番号 CaJc托e Aragonite CalG托e>20% 純粋なCalcite結晶(m) (yrBP) (CatBP) (%) (%)

041129-4-A 北谷階段ピラミッド縞状 -18.5 -4.84128土314130-4243 X-9 8.8 71.8

041129-4-B 北谷階段ピラミッド縞状 -16.5 1.92775±292436-2597 X-10 44.8 9.2 ○
050728-トÅ 北谷階段ピラミッド最下 -17.9 034320士214412-4486 X-3 17.3 28.5

050728-ト.B 北谷階段ピラミッド最下 -17.9 2.73935±203877-3958 X-2 20,8 23.2 ●
050716-2TA 北谷ドルメン上石 -18,8 1.13168±19291ト3004 X-5 3.2 62.6

050716-2-a 北谷ドルメン上石 -18.8 3.22501±19211ト2210 X-4 29.3 10.5

050716-3-A 北谷ドルメン支石 -18.8 2.33844±203754-3847 X-6 32.9 ー6.5

050716-3-B 北谷ドルメン支石 -18,8 3.83389±193234-3312 X-8 44.4 12.2 ○
050728-3TA 北谷ドルメン下の石片 -18.5 2.32030±191544-1627 X-7 18.6 46.2

050728-3-B 北谷ドルメン下の石片 -18.5 22417±192012-2095 X一一 28.5 10.4 一
050213-2 北谷海岸,琉球石灰岩 2 X-ll 75.6 0 ○ ●
980329-ー-1 与那国第一海丘側溝 -23 1.ー1920±601528-1392 38 35 ■
031217｢A一一0Fjvefinger -12.5 0.623080士1invalid X-12 26.3 7.8 ●
031217-A-6Fivefinger -29.3 1.817120±720119-1948X-13 32.5 8.3 ■ ●
0312ー8-2 人面岩下 -14.1 1.65250±405633-5577 43 23 ○

･<40% ○>40%

検鏡によると,試料番号 041129-4によると,白色の部分(A)はサンゴの組織が見られ,

灰色の部分 (B)は石灰質の堆積物によって占められていることが分かったこのBは,カル

サイ ト%は44.8と20%以上である.試料番号 050716-3によると,白色の部分 (A)はサ

ンゴが生きたままフレームワークをつくってその隙間に石灰質の堆積物が入っている.灰

色の部分 (B)は,所々に潜行性の海綿によって破壊された穴があり,石灰質の堆積物によ

って占められている.本サンプルも灰色部分のカルサイ ト含有量が20%を超えている.

ただし,長井孝一氏の鑑定では,どの部分を見ても,陸上で二次変質を受けたという影

響はないという.

ここで,二次変質の可否をもう少しきめ細かに見てみたい.Table2には与那国島の海

底遺跡ポイントの例も示してある.まず,Table2において,カルサイ ト含有量が 20%以

上のものに ･を付した.これは生物学的 ･地質学的に何らかの影響を受けたものとみなさ

れる.

ここで,与那国の海底遺跡ポイントの例を見てみる.980329-1-1の年代は,地質学的に

は明らかに構造物ができて以降の堆積で,この後陸化した形跡のないサンプルである.こ

れが 2,000年前後の値を示し,カルサイ ト含有量が 38%あるということは,カルシウム

含有量40%までは陸化の影響を受けずとも説明できるとみなしてみる.そこで40%以上を

区分して○をTable2に付した.ここで,050213-2は陸上に露出している琉球石灰岩の例

を見てみる.年代は二次変質していて未定であるが10万年以上前のものと推定される.こ
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れと031217-A-6がX線的には純粋なカルサイ トの結晶 (caco3) とみなされる.これと同

じものは与那国の0312171A-6の20119-19483yrBPのサンプルがある.ここで,二次変質

を完全に行っている (アラゴナイト0%)琉球石灰岩はカルサイ ト40%以上で,純粋なカ

ルサイ トで成っていることから,この純粋なカルサイ ト40%以上の石灰岩は陸化した可能

性が強いとみなすことができよう.したがって,本 Tableには,琉球石灰岩以外のどの石

灰岩も明らかに陸化によって変質したといえるものはないとみられる.

しかし,与那国の第 1海丘で明らかに陸化の影響を受けた可能性の高い 031218-2と

970718-1のカルサイ ト含有量が40%以上であるにもかかわらず,純粋なカルサイ トが生成

されていないことからみて,カルサイト40%以上のものについては陸化を疑ってみる必要

はありそうである.

今回の測定試料は,粉末 X線回折と薄片観察により,たとえ陸化したとしても,二次

的変質の影響を受けていない事が分かった.つまり,放射性炭素年代値は,ほぼ正確な

石灰岩の形成年代を示すということになる.今回の放射性炭素年代測定で明らかとなっ

た年代値は,北谷 ドルメン下から採集された石器のような,転石あるいは最新期表層堆

積層を除くと一番古いもので4412-4486CalBP,一番新しいもので2436-2597CalBPと

いう結果になった.北谷町宮城沖の人工的海底地形域を形成する岩盤は,約 4,500年前

から2,500年前までの礁性石灰岩であることが明らかとなった.

これは,4,500年ほど前から隆起が進行し,2,400年前以降大幅な陸化があったことを

示していよう(Fig.3).そして,城郭は2,500年前以上に築かれ,ドルメンはおよそ 1,800

年前 (平均値)までのサンゴ石片が加工して使われているところから,今から 1,800年

前以降に造られたことが推定される.

以上,城壁や城郭のような外観を持った北谷の海底遺跡で､確実に基盤の岩石 (サンゴ

化石)の14C年代は,すべて数千年前より新しいことがわかった (Tablel).そして,ほぼ

1,800年前に海中で形成された岩石が切られて加工され､ドルメンを作ったことが明らか

になってきた｡

すなわち､北谷沖海底遺跡は､2,500-800年前の間に､陸上で形成されたということに

なる｡したがって､この地域は今からおよそ2,500年前以降には陸上にあり､そのとき､

基盤となった岩石が切られて加工され"城"となった後､今から800年前以降にドルメン

(王墓?)が造られ,その後再び海中に水没したと推定される.
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北谷海底遺跡の年代

-5,000 -4･000 -3,000 -2,000 -1,000

● 北谷沖 (構造物) ● ドルメン下石片 ◎ ケラマ沖 (構造物)

○北谷沖 (表層)
Fig.3 北谷海底遺跡と付近の構造物を構成するサンゴ石灰岩14C年代.

14CagesofcorallimestonesmadeofunderwaterruinsoffKerama
anditsvicinity.

4. 考察

4-1. 与那国海底遺跡の形成年代の再検討

これまで,構造物に付着しているサンゴ藻等の生物化石の 14Cの年代測定により､与那国

島の海底遺跡ポイント(木村ほか,2000)およびその周辺の形態は,可能性の一つとして,

およそ 10,000年前に陸以上で人の手が加えられて形成されたことが示唆されていた

(Kimuraeta1.,2001;木村,2001;木村ほか,2006)｡ しかし,今回北谷の海底遺跡は,

数千年前以降の形成と推定されるに至った (Table3).ここで,その後の潜水調査 (木村,

2003b)で得られた知見と最新の年代値データを加えて,再検討してみた.Fig.4は,こ

れまでの 14C年代値の数千年前以降をプロットしたものである.それによると,

3,000-2,000年前に陸上で形成された可能性が強くなった.これによると,海底部と陸上

加工部の年代もほぼ同時期となる.
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Tab11e3 沖縄本島周辺海底鍾乳洞および陸上石灰岩の14C年代測定.

14CagesoflimestonesinUnderwaterandonshprestalactitecaVessinOkinawa.
試料名 試料番号 試料物質 水深 813C 14C年代,BP 牧正帯年代 灘定番号 備考

29 950720-2-2 鍾乳石 17 -1,57 2890+-60 2930-3142NUTA-4778 宜名文海底鍾乳洞

32 950720-1-2 鼻(見塚?) 17 0.39 980+-60 526-619NUTA-4777 宜名真海底鍾乳洞

34 980110-ー 見(見塚) 3 0.19 3760+-70 3610-3802NUTA-4779 宜名実海底鍾乳洞

RU1 9603｢2 石灰温く赤色) -7.0 17799 20907-20265NUTA2-6345 宜名文海底鍾乳洞

30 960512-1 鍾乳石 5 -2.06 21710+-170 invalidNUTA-4778 宜名真海底鍾乳洞
31 960815-10 鍾乳石 5 2.1 30ー20+-340 invalidNUTA2-248 宜名文海底鍾乳洞

33 961121-2 見(且塚?) 3 -6.60 1640十一60 1143-1267NUTA2-243 宜名真海底鍾乳洞

RU-4 02日12｢2 見片(長塚?) -87 3188 3013-2935NUTA2-6351 宜名文海底鍾乳洞

H-1 050810-伝-A 巻き見(ビーチロック) 40 -2.8 27649 NUTA2-9B90 恩納海底鍾乳洞

H-2 050810-G-a マトリックス(フ口-スト >>0 1.7 4608±7 5078-5466NUTA2-9891 恩納海底鍾乳洞

RU-7 03041卜2 見化石(イモガイ,穴あき 35 -1.0 2078士60 1563-1722NUTA2-6354 恩納海底鍾乳洞

RU-8 03041ト6-3 石灰岩(赤色) 28 -3.9 10906 1280卜11769NUTA2-6355 恩納海底鍾乳洞

RU-9 030829-ー 鍾乳石 35 -9.9 30420 invaJidageNUTA2-6360 恩納海底鍾乳洞

RU-10 030829-ー 石灰岩(ビーチロック) -1 0.9 2182±60 1704-ー851NUTA2-6381 瀬良壇

RU-ll 030903-2 鍾乳石くつらら石) 1.7 0.I 6721±70 7515-7656NUTA2-6362 トライアングルホール

RU-12 030903-3 鍾乳石(つらら石) 5 0.3 10360 12355-11970NUTA2-6363 マットホール

HDC1 960815-10 鍾乳石 -6.6 30120+-340 invalidNUTA2-248 久米島海底鍾乳洞
HDG2 86112ー-2 鍾乳石 2.1 1640+60 1418-1610NUTA2-243 久米島海底鍾乳洞

KMC6 990410-1 鍾乳石 37 -3.8 14590+一一30 invalidNUTA2-249 久米島海底鍾乳洞

KMC2 990410-2 鍾乳石 37 -1.3 15090+140 invalidNUTA2-244 久米島海底鍾乳洞

KMC1 990417-2 ホラ見片 37 3.3 1220+-60 689-823NUTA2-242 久米島海底鍾乳洞

KMC7 990417-4 鍾乳石 37 3.5 ー420+-60 1290-1369NUTA2-25ー 久米島海底鍾乳洞

KMC3 99ー006-1 鍾乳石中心 37 -6.5 22880+220 invalidNUTA2-246 久米島海底鍾乳洞
KMC4 991006-2 鍾乳石 外側 泥混じり 37 -7,5 22180+210 inva)idNUTA2-250 久米島海底鍾乳洞

沖縄南部陸上

Dトー 040508-2 石灰岩 一一0 -6.8 37264 NUTA2-8505 荒崎ドルメン

D2-I 040605- 鍾乳石､上面蓑(カルサイト)-10 7.3 184 284｢271NUTA2-8506 荒崎ドルメン

D4-1 040508-3大 赤色石灰岩 一一0 -7. 327糾 invalidageNUTA2-8508 売崎ドルメン
D6-1 040508-1 鍾乳石､上面裏 一一0 7.3 2435 2487-2478NUTA2-85ー3 売時ドルメン

RU-2 030502-2-2 石灰岩 -10 -8.6 26441 invarldag○NUTA2-6346 荒崎ドルメン
RU-3 030502-2-4 再溶融石灰岩 -10 -1.9 7607 8407-8384NUTA2-6347 荒崎ドルメン

G3-2 040817-卜1 鍾乳石(ストロー管) -50 -9.4 519 544-520NUTA2-8507 玉泉堂

65-2 04ー024-2 石灰岩 -50 -9.0 〉44316 invalidagONUTA2-8512 玉泉堂
67-1 040817-卜2 鍾乳石(ストロ-管) -50 -7_1 554 62卜607NUTA2-8514 玉東堂

ここで陸上部の遺構の年代を整理してみた.人工的な形態をしている炉跡に付着した炭

化物の 14C年代と10Be法による年代データを総合すると､海底遺跡ポイントより1km北東

の崖にあるサンニヌ台の年代が比較的高い精度で決まる｡すなわち､サンニヌ台の炉跡か

ら採取した炭化物については約 1,600年前とでた｡つまり今から約 1,600年前まで炉は使

われていたことになる｡このことから､遺構ができた年代は 1,600年かそれより古いと推

定される｡そして10Beの測定では､サンニヌ台の中部は4,000-3,000年ほど前に削られた

ことを示した (木村､2003a)｡したがって､サンニヌ台の中部は今から3,000年前頃に形

成され 1,600年ほど前まで使われていたことになる｡そしてまた､10Beの数値はまた 600

年ほど前にも削られた部分があることも示している (木村ほか,2003a).このサンニヌ台

の階段構造は､そのまま海面下に続く｡ とくにその広大な平坦面は､海面下15mまで続い

ている.
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また､すでに遺跡と認定されているものにトウグル浜遺跡がある｡これは､北海岸にあ

り､4,500年ほど前の成立とされている (木村ほか,2004).その後も遺物も上位層に見出

されることから､この付近は4,500年前以降近世までヒトが行動していたことが知られる｡

したがって,再検討された海底遺跡が形成された頃は､この島にヒトが定住していたわけ

である｡また､そこには鳥や亀を配したと思われる巨大なレリーフも彫られていて､文化

性も認められる.

以上の陸上部のデータも海底部の形成年代を支持する結果を示した.

サン二ヌ台(10Be)

与那国海底遺跡の年代＼ a///+++1++++/++//, ◎ サンニヌ台(14C)

◎ /杉 杉 召 携2第1海丘(lOBe ◎ ◎) 卜ウグル浜砂丘遺跡 ○什llOJ40増0

トウグル浜遺跡 ..%杉iLWY,3g,'',""/蕪/'t;

ー6,000 -5,000 -4,000 -3,000 -2,000 -1,000 0年

● 第1海丘内部 (サンゴ藻､見､14C) 0第1海丘外壁外側 (サンゴ藻,14C) 0 陸上遺臥 14C
海底遺跡の陸上延長部

Fig.4 与那国海底遺跡年代の再検討.
ReexaminationonagesofunderwaterruinsoffYonaguni.

4-2. 海底鍾乳洞が示す数千年前以降の地殻変動

これまでの調査により､沖縄県の与那国と北谷沖海底には､水深 35mまでの海底に,ど

ちらも城郭に似た石造構造物が存在することが明らかになった｡14Cおよび10Be年代測定よ

り,与那国のものは､今から3,000-2,000年ほど前に陸上で造られたと推定される.ちな
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みに､陸上に露出した部分の測定結果も3,000-1,500年ほど前を示し,海底部と整合的で

ある｡そして,北谷沖の海底構造物は､今から2,000-1,000年ほど前に陸上で形成された

ものと推定された.また､それらの水没の主原因は地殻変動によるものと考えられる｡

そのような陸化があったかどうかをみるために,沖縄本島の4つの海底鍾乳洞内(木村.

新田,1996;木村ほか,2003b;木村ほか,2006b)から得られた鍾乳石や貝塚の貝と思わ

れるサンプルの炭素年代 (Table3)からチェックしてみた.Fig.5はそれを示す図であ

り,4,000-3,000年前頃陸化していたことを支持する結果を示した｡以上の結果から､沖

縄の海底遺跡と推定されるものは､従来と異なりきわめて新しい地殻変動により水没した

ことが強く示唆される.

沖縄本島周辺の海底鍾乳洞形成最新年代 (宜名真,恩納,久米島)

-5,000 -4,000

● つらら石 (陸)

⑳ 見 (鬼塚?) (陸)

ー3,000 -2,000 -1,000年前

0見,ビーチロック(港)

Fig.5 沖縄の海底鍾乳洞の14C年代.

14C agesofunderwaterstalactitecavesoffOkinawa.

5.まとめ

1.沖縄県北谷 (ちやたん)町宮城沖の階段状の地形や ドルメン状の地形は,通常の海

の中で浸食作用などによって出来たとは考えにくい地形 ･形態をしている.それらが
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海中で人為的に造られたとしても,水深約 20mの凌漢工事や米軍による工事によるも

のではないと判断される.

2.北谷沖に認められる人工的海底地形は,およそ 2,500年前から800年前頃に陸上で

形成されたと推定される.したがって,北谷町宮城沖海底の人工的地形群については,

古代遺跡の可能性が示唆される.そこで,そこを作業用地点名として北谷海底遺跡域

と仮称する.

3. 沖縄県与那国沖の遺跡様海底地形形成年代の再検討結果は,それが形成された時

期はおよそ3,000-2,000年前頃で,陸上で形成されたと推定される.
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Abstract

Submarineruinscharacterizedbymegalithicconstructionsat35mdeepappearing

largebigcastlesbeneaththeseaoffChataninOkinawa. Basedon14cagemeasurements,

thesubmarineruinsoffChatan lsestimatedas2,000-1,000yrBP(yearsbefore

present). Thecarbonagemeasurementsoficiclesstonesandshellfragmentsinside

ofsubmarinestalactitecavesdiscoveredoffmainislandofOkinawasupportthe

existenceofacrustalsubsidencesince3,000yearsago. Onthecontrary,agesof

artificialconstructionsoffYonagunimayhavebeenconstructedduring3,000-2,000

yrBPonthedryland. Astheresult,thesubmarineruinsoffOkinawamayhave

subsidedinwaterbyextremelynewcrustalmovement.
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